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１．緒言 粒子線治療は精細な線量分布を形成でき、正常組織に対する余分な被曝を低減するこ

とが可能である。その一方で照射位置のわずかなずれは患部への線量を大幅に低下し、重大な医

療照射事故を引き起こす可能性を含んでいる。このような事故を防ぐため、体内の患部により近

い場所で、リアルタイムに線量評価を行うことが望まれている。我々の研究グループでは、体内

に挿入可能な小型線量計として、光ファイバーの先端に光刺激蛍光体を配した線量計の開発を進

めている。粒子線の高い線エネルギー付与（LET）領域では光刺激蛍光体に消光現象が発生し線

量計感度が低下する。この高 LET 領域における感度低下は消光現象と呼ばれ蛍光体の種類に依存

する。そこで我々は二つの異なる蛍光体の LET に対する感度の差を利用した消光現象の補正方法

を提案した。この補正をより精度よく行うためには感度の差が大きい蛍光体の組み合わせを選ぶ

必要がある。これまでに我々は光刺激蛍光体中のトラップ中心の密度が消光現象の発生度合いの

要因となる可能性を示した。消光現象について調査を行うには様々なパラメータを持つ蛍光体に

ついて評価する必要がある。そこで今回は複数の蛍光体についてその発光特性の調査を行った。 

２．実験・結果 透明セラミック状の Ce:CaF2

は光刺激蛍光体として用いることができる。焼

結の温度条件を 870℃、970℃、1070℃として

Ce:CaF2を作製した。作製した Ce:CaF2を粉砕

し小片にして光ファイバーと接続し小型線量

計の線量計プローブを作製した。図１にそれぞ

れの小型線量計に X 線を照射したときの信号

強度を示す。信号強度は使用した Ce:CaF2小片

の質量により規格化を行い、1070℃で焼結した

場合を１としている。同様の照射条件において

も焼結温度の違いにより発光量の違いが見ら

れた。Ce:CaF2のトラップ中心の密度は焼結条

件により変化した可能性が示された。 
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図１ Ce:CaF2の焼結温度と X 線照射による光刺激蛍 

光の相対信号強度 
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